
協定留学近況報告書 

記 入 日 2020年 4月 23日 

留 学 先 大 学 ニューサウスウェルズ大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2020年2月－2020年12月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部2年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

ミニマリストで海外留学経験が豊富な日本人のブログを参考にしてパッキングをした。基本的に困ったことがあれば寮のレジデンス・アシス

タントに聞くことができるので、準備不足等は感じなかった。オーストラリアの２月はまだ夏ですが、３月に入ると朝と夜が冷えることがあるの

で、長袖を２枚ほど持っていくことをお勧めします。また、大きな虫と共存する国なので、到着後はなるべく早く除虫剤を購入することもお

勧めします。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：student visa 申請先：Australia Embassy 

ビザ取得所要日数：３日ほど 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：620 ドル 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

入学許可証、OSHC(保険)、パスポート 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

インターネットでオーストラリアの内務省のサイトにアクセスし、ImmiAccount という自分のアカウントを作成後、そのアカウントを使ってビザ取

得に必要な書類などを全てアップロードし、必要事項を記入していった。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

なし 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

なし 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

SIM カードを現地で購入する予定であれば、お店によって日曜日は全日閉まっていることがあるので、現地到着日が日曜日

にならないように調整することをお勧めします。また、トランジットで国内線でシドニーに到着する予定の人は、国内線の建物

の中に SIM カードのお店は無いことも知っておくとよいかと思います。 



 
Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 ジェットスター 

航空券手配方法 インターネットで購入 

大学最寄空港名 シドニー空港 現地到着時刻 15 時頃 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 
大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）     

タクシー  その他    

                 

移動の所要時間 30 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

留学先の案内通りオプションでバスを予約していたのですが、トラブルが多かったのでタクシー等を利用した方がよかったかなと思います。

（結局３時間ほど空港で待機し、寮のオリエンテーションに遅刻しました） 

大学到着日 ２月９日１６時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 インターネットで申し込み後、オンラインで面接 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

部屋を手配できていると思っていたらキャンセル待ちだったというトラブルは渡航前にありましたが、結局キャンセルが出て無事渡航前に

契約をすることができました（よく確認することをお勧めします）。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 2 月１０日〜13 日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ キャンパス内に様々なクラブのブースや企業のブースが出並び、そこでクラブに参加をする人はメンバーリス

トにサインをしていきます。S I Mカードなども安く買うことができました。学部ごとのガイダンス、留学生向けのガ

イダンス、学生カードの交付等もここで行われます。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ２月１７日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

ありません。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

ありません。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

クレジットカードのみを使用し、今のところ銀行口座は開設していません。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

携帯電話は購入せず、SIM カードを購入しました。大学のオリエンテーションで Optus(SIM カード会社)のブースがあり、そこで手続きをしま

した。安く購入することができたので、オリエンテーションで S I M カードを購入することをお勧めします。 



 
Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（１月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

優先があったのかどうか正確には分かりませんが、Undeavour という交換留学生向けのサイトを通して希望する授業を選択していきまし

た。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

現地到着後に変更できたのは授業時間のみで、コースの変更・追加などはできませんでした。 

希望通りの授業をとることはできました。 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 起床 起床 起床 起床 起床   

8:00 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食   

9:00 身支度 身支度 身支度 身支度 身支度 起床 起床 

10:00 自習 授 業 （ レ ク チ ャ

ー） 

自習 自習 自習 ブランチ ブランチ 

11:00        

12:00 昼食 授業（チュートリア

ル） 

昼食 昼食 昼食       自由時間 

13:00             

14:00 授業（レクチャー） 授 業 （ レ ク チ ャ

ー） 

自習 自習 自習        

15:00             

16:00 自習 授業（チュートリア

ル） 

授業（チュートリ

アル） 

         

17:00             

18:00 夕食   夕食 夕食 夕食 夕食 

19:00  夕食 夕食     

20:00 友達と勉強  友達と勉強 友達と勉強             自習 

21:00  寮のイベント（ス

ナックナイト） 

               

22:00 自由時間  自由時間 自由時間 自由時間 自由時間 自由時間 

23:00  自由時間      

24:00 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

多民族国家なだけあって、私が滞在している寮にも様々なルーツを持った生徒たちが一緒に暮らしています。基本的に寮

にいる時間が長く、オリエンテーション・ウィークには寮でたくさんのイベントがあったので、仲良くしている友達は全員寮の友

達です。一緒に食事をして、定期的にある寮のイベントに参加しています。大学の授業はディスカッションを主として、ついて

いくのに必死ですが、基本的にみんな優しいので、自信を持って挑戦するかしないか、自分との戦いだなと感じます。課題で

は文系コースを履修しているのでReadingやEssayが中心です。どの課題も人一倍時間がかかることを予想して、人一倍早

くから取り掛かることが大切だと思います。Essay などは、滞在している寮にいる Academic Tutor の人に添削をお願いして提

出することができています。Academic Tutor は大学の寮の中で私が滞在している寮にしかいないという話を聞いたので、大

学にもそうしたサポートがあると思いますが、そういったところも寮を選ぶ際に参考にするといいかなと思います。残念ながら、

コロナウイルスの影響で Term1 の後半からオンラインコースに変更になってしまい、寮の住人も半分以上の人がそれぞれの

母国などに帰省してしまいました。しかし、こういった状況における寮、大学、州、国の対応が素早くかつ頼りがいのあるもの

だったので、安心して寮に滞在し続けることができています。オンラインでも寮に滞在している友達と食事の時間に毎日会話

をしているので、留学の意味がなくなっているとは感じていません。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

ニューサウスウェールズ大学は本当に楽しいところです。英語のスコア基準が他の協定校と比べて高いですが、私は IELTS

でその基準を超えることができました。TOEFL と IELTS は試験構成が大きく異なるので、自分に合うのがどちらなのかをまず

比べてみることをお勧めします。留学計画書では、明治大学のこれまでの学びがどう自分に影響し、どうしてこのタイミングに

ニューサウスウェールズ大学で一年勉強するのか（ここでしか得られない学びについて）、そして帰国後、明治大学での最後

の一年にどう繋げていくことができ、明治大学＋ニューサウスウェールズ大学での学びが卒業後の自分の未来設計にどう影

響するのかを明確に説明することができれば、留学計画書のみだけでなく、面接も自信を持って受けることができると思いま

す。留学が決まってからは、リスニングを入念に訓練しておくことをお勧めします。オーストラリア、アメリカ、イギリス、インド、

香港、その他にも、たくさんの英語のアクセントに出会う機会が多く、これまでの英語学習で触れてこなかったアクセントに苦

しむことが多々あるからです。オーストラリアには省略語もたくさんあり、実際によく耳にするので、その知識も少しだけ頭に入

れておくといいかなと思います。 

 


